
Cyber Agent

交通流整流、渋滞・CO2低減

事故低減、運転負荷軽減

待ち時間最小でシームレスな乗継ぎ
（運行システム）

速達性、定時運行性の向上（ＰＴＰＳ高度化）

新幹線レベルのスムーズな加減速
乗客転倒防止

乗降時間短縮、乗客の転倒事故防止
・車椅子固縛装置
・非接触自動課金

乗降時間短縮、乗降安全性向上（正着制御）

東京オリンピック・パラリンピック 次世代公共交通システム
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・赤字：自動走行技術を活用

① 世界標準のアクセシビリティ
（交通制約者への対応）

② 統合的速達性
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ＩＴＳ世界連携・国際標準化

Europe Asia-Pacific Americas
ＩＴＳ ＪａｐａｎＥＲＴＩＣＯ ＩＴＳ America

国連
ＷＰ29
ＷＰ1

ＯＩＣＡ 自工会・自技会 ＮＨＴＳＡ ＩＳＯ
ＴＣ204

ＳＩＰ
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◆日 時: H27年10月27-28日(於：国際交流会館プラザ平成)

◆参加者：米国DOT、European Commission、欧州各国政府等
多くの産官学専門家が参加

◆企 画：第1回昨年に続き、自動運転主要テーマを日米欧キーマン
が直接議論し、課題解決に取り組むワークショップを実施。

○ 国際会議の開催：第2回「SIP-adus Workshop」
～国際連携と世界標準のイニシアティブの獲得

○ メディアミーティングの開催

～市民の正しい理解による、社会受容性の醸成

◆対 象： 自動車ジャーナリスト、雑誌、新聞、放送等の報道関係者

◆日 程： 第１回目：H26年 11月12日

第２回目: H27年 1月29日

第３回目: H27年 3月 9日 （今後の日程は調整中）

◆成 果： SIP-adusの目的、技術課題等、メディアとの議論を通じ、利用者の理解が向上。

国際交流会館プラザ平成

国際交流会議場
(約400名収容)
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第3回メディアミーティング
一般聴衆含め約400名参加

国際連携・標準化と市民理解の醸成



HMI ：Human machine interface 
HＳＩ ： Human society interface

車両システム

システム
サブ・システム
要素

環境

道路
都市
周辺環境
気候
天候

・
・
・
・

ドライバー

ITS
（Intelligent Transport Systems）

ナビゲーション
DSRC（インフラ協調）
ITSスポット
プローブ
車車間通信

社会システム

安全、環境、交通流円滑化、幸福

HMI

HMI

HSI

市民

可視化

サイバー・フィジカルシステム
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産官学が連携（特にアカデミアを活用）し、知を結集

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
現在の民主主義社会は、市民が政策決定者を選挙で選出し、行政と関連事業者に世直しを実行して貰う社会である。一方、古代ギリシャでは市民が制作決定に直接参画した。このX in the loopが正しく機能すると、Human Machine Interface及び社会と人を標準化された社会指標つなぐ、Human Society Interfaceを利用することにより、市民は快適な自動車社会を享受すると同時に、世直しに直接参加出来る。すなわち、今までに無い素晴らしい世界が誕生する可能性がある。つまり、移動と云う現実世界の活動機能を持つ自動車と先進ITSの組み合わせは、現実世界を活性化するCyber Physical Systemsを具現化する。In the present democracy, citizen makes government and related company to contribute to social demands by a representative who was elected by citizen. On the other hand, in the ancient Greece, citizen participated with a politics directly.If this “X in the loop” works well, citizen can not only enjoy a comfortable automobile society, but also contribute to social requirement by using HMI and HSI. HSI is standardized social system indicators connecting with society and people. Its means, there is possibility to have a wonderful world which we have never seen.Also it means, vehicle which has a function of movement in the real world with advanced ITS systems, the combination of these two functions can bring up Cyber Physical Systems to make the real world vitalize.



I see. I 
should be 

careful.  Hold 
on tight!

OK♪

Here we go...
Jump!!

This is a piece of 
cake for me♪

An obstacle 
ahead. 

Caution!!

Fun to Drive
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
自動車が登場する前の移動は、よく調教された馬があれば、騎乗者の意思に従い、若年から高齢者の誰もが安全な旅が出来ました。その世界に、リスクを予測し、更には見えない先の状況を知らせることが出来れば、もっと素晴らしい移動が実現します。



幹線物流 ・・・ レベル４ FCトラック プラトーン

都市物流 ・・・ ビッグデータの利用

Just in time／見守りサービス

都市通勤 ・・・ アドバンスTDMS(P&R)

w/SNVIPサービス

人の移動 ・・・ ？

移動の価値改革と多様化
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より良い生活を求めて
食料、安全、独立の為に･･･
好奇心に触発されて･･･
新技術の発明･･･

社会の多様化と繁栄

Source: National Museum of Nature and Science, Japan

人は何故、移動するのか？
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
自動車社会の発達は人々の移動の自由と利便性を高め、経済の発展と社会、文化の多様な広がりに貢献した。



人々に笑顔をもたらす交通社会を目指して
- Mobility bringing everyone a smile -

すべての人にやさしい
交通社会の実現

自動走行技術による
交通事故死者数低減

自動走行技術の活用
による交通渋滞の低減
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